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原子核乾板スタック内での多重クーロン散乱過程を利用した
サブGeV級レーザー加速陽子線評価手法の開発

①現像条件を最適化することで、原子核乾板がレーザープラズマ加速における
電子線・X線ノイズに耐え、かつ、サブGeV級陽子線に感度を有することを確認 [1]。

②原子核乾板と散乱体を交互に積層したスタック(Emulsion Cloud Chamber : ECC)内での
多重クーロン散乱量から、サブGeV級陽子線の入射エネルギーを逆推定可能な計算手法を開発。
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図1 ECCを利用したレーザー加速陽子線計測体系
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サポートベクトル回帰を
利用してエネルギーを逆推定
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※散乱角度データはGeant4を用いて生成
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